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減少した｡ 密度の高低の差は著しく, ピークと低密度との間には10数倍の差を見ることができたが, この
変動は気象的諸要組の働きではうまく説明し得なかった｡ 天敵である寄生蜂類の寄生数もこの動きにはぼ
近い変化を示したが, 寄主であるマツヅアカシンムシの密度に対する比は調査期間中を通じて漸増の傾向
を示したO とくに天敵類の中で最も有力と思われた寄生蜂 Lisonotaevetriaeでは, 寄主密度がピークに
達した以後漸減する年次において, 寄生蜂数対寄主数の比が急激に増大した｡ この結果は天敵類の働きが
密度の変動に大きな役割を果していることを示している｡
2年間4世代にわたって, 世代内の死亡過程を明らかにするため, 各発育ステージ別に生存虫, 死亡虫
数などを調べ, 生命表を作製した｡ 野外のものと, 野外でかんれいしやを張った箱内のものとを比較する
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さの大きいことを最後に強調している｡









るべきものがない｡ その点において, ここに提示された綿密な資料は貴重なものと言えよう｡ とくに, 調
査結果がマツヅアカシンムシ1 種のみに限定されずに, 生態の近似した数種のシンムシ, およびそれらの
天敵類にまで及んでいる点は, 個体数変動要因の分析の上に大きな役割を果しており, 高く評価されてよ
い｡
また, 野外とかんれいL や張りの箱内とについて4世代にわたって, 生活史上の及ステージの生存, 死
亡虫数を綿密に調べ, それぞれの生命表が作られている｡ この結果から, 天敵が個体群動態の上に大きい
役割を呆しているとしているが, きわめて興味深い結論といえよう｡
以上のように, 本論文は昆虫生態学的にきわめてすぐれたものであるとともに, 森林害虫学の上にも重
要な寄与をなすものである｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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